
在宅看護方法論Ⅲ（3年生） 

講義（学内実習） 

2018年4月24日（火） 

在宅看護方法論で学んだ日常生活援助技術を基に援助を行い、在宅看護の役割を理解することを目的に 

学内実習をしています。 

 

＊事例を用いて、転倒予防（事故防止）セルフケア不足を解決するための方法をグループで工夫をし 

発表会をしています。 

 

 

 

 

 

 

・援助項目を決定 

・留意点の確認；経済性．物品の工夫．環境、安全・安楽 

・グループで計画を立案 

                   

 

                

・グループで役割を決めてロールプレイの実施     

・実施後、結果の確認      

・結果から考察                 ・配役、ナレーション、物品など発表での 

                         アピール点の確認・プレゼンテーションの練習 

                               

 

                                    

                                                     

                                       

                                            

スタート 

メンバー リーダーの決定・確認 

計画の確認 

発表準備 

プレゼンにも力を

入れています 


